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平成２７年度 第２回 学校関係者評価委員会議事録【こども環境科・介護環境科】 

日 時  平成２８年２月３日（水）１６：２０～１７：３０ 

場 所  学校法人 北海道学院 釧路専門学校 音楽室 

委員長  和田 敏幸  （釧路市私立保育園連合会 会長） 

委 員  工藤 映美  （釧路市私立幼稚園連合会 理事・大楽毛よしの幼稚園 教頭） 

     諫山 邦子  （北海道教育大学釧路校 教育学部 准教授） 

小野 信一  （社会福祉法人 釧路市社会福祉協議会 事務局長） 

     伊東 義光  （日本介護福祉士会北海道支部根釧地区支部 支部長 

             道東勤医協 ヘルパーステーションすこやか 所長） 

     住尾 盛   （地域住民） 

若生 みゆき （釧路専門学校 事務主任） 

参観者  藤原 富美彦 （釧路専門学校 校長） 

     木幡 都子  （釧路専門学校 副校長） 

     武藤 篤訓  （釧路専門学校 こども環境科学科長） 

渡邊 千華子 （釧路専門学校 介護環境科学科長） 

     吉村 寿人  （釧路専門学校 教務主任・介護環境科 教員） 

     藤本 朋美  （釧路専門学校 こども環境科 教務担当） 

配付資料 ○委員名簿 

     ○今後の事業計画案 

     ○平成２７年度 第１回 学校関係者評価委員会議事録 

     ○平成２７年度 学校の自己評価集計 

次 第  １）校長挨拶 

２）委員の出席状況の確認（副校長 木幡） 

     ３）職業実践専門課程の進捗状況、申請書類等の説明（副校長 木幡） 

４）第１回 学校関係者評価委員会議事録の確認（副校長 木幡） 

５）平成２７年度 学校の自己評価集計について説明（学科長 武藤） 

（配布資料「平成２７年度 学校の自己評価集計」内「表出した課題及び考えられる改善策について」） 

１－①② 現在のホームページは学校情報掲載が少ない。見たい情報が探しにくい為、改善する。 

３－(１) 次年度もリカレント講座を行う事が決定している。 

３－(３) 資質向上を目指す研修にもっと力を入れる。 

５－(１) 個別相談が増えているが、それに対するマニュアルがない。入学から就職活動時期まで十分な 

期間がない為、就職を意識して活動できる支援が必要。 

      ５－(２) 科目履修はできるが、体制が整っていない。 

      ６－②  保育・介護に特化した訓練を学生会と連携して行う。 
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      ７    少子化に伴い、定員割れしているのが課題。両科の特色を生かし広報する。 

      ８    理事との共同作業になる。円滑な事業の実施を見える形で行っていきたい。 

      １０   環境・教育研究センター長の大西を中心に、講演会や音楽教員によるコンサートが活発に行わ 

れている。学生ボランティアについて、積極的な応募がない事が課題。 

６）学校関係者評価委員の意見、意見交換、改善・工夫、質疑応答等 

 質問 学校の自己評価は全教職員が行ったのか、内訳を知りたい。（諫山委員） 

 回答 １７名が実施。保育教員６名、介護教員６名、職員５名。（校長 藤原） 

 質問 実施期間は？（和田委員長） 

 回答 平成２７年１２月提示、平成２８年１月中旬回収。（校長 藤原） 

 意見 １０の社会貢献・地域貢献の評価はもっと高くても良いのではないか。また、釧路市は被災を受け 

るリスクが高い地域であることから、防災体制・防災意識により力を入れて欲しい。（小野委員） 

 意見 評価ポイントの低い項目から改善を願う。業務効率化等。（伊東委員） 

 回答 さまざまな状況で臨機応変に対応しなければならないので、効率化している最中。（教務 吉村） 

 意見 就職ガイダンスなどで、卒業生の声を活用して欲しい。（小野委員） 

 意見 防災体制について、幼稚園等を参考にして欲しい。（諫山委員） 

 質問 道東、釧路市内の専門学校として、大事な学校だと思っている。接する場面も多い。地方都市から 

学生が来ている事から、特徴的なところを出していくと良いと思う。資格を取っても専門職に就か 

ない学生はどのくらいいるのか？また、理由は？（住尾委員） 

 回答 最近の傾向として、途中で保育に対する興味が薄れてしまう様子。原因がどこにあるのかまだ分析 

しきれていない。（学科長 武藤） 

 回答 入学の段階で「明確な進路は決まっていないが入学してみる」という学生がいる。進路相談など、 

悩みをどう解決していくかが課題と思っている。（教務 藤本） 

 意見 新卒では一般職だったが、専門職に転職したケースを見たことがある。長い目で見て、資格を生か 

    している卒業生もいる。（諫山委員） 

 質問 専門職に就かない割合はどれくらいなのか？（和田委員長） 

 回答 介護は１割弱。保育は２割程度。（教務 吉村） 

 意見 処遇にも原因はあると思う。一般職から比べると賃金に不満があるのかもしれない。（和田委員長） 

 意見 介護現場も人材不足。潜在介護福祉士はたくさんいるように思う。ＯＢ、ＯＧへの支援対策もとっ 

て欲しい。（小野委員） 

      

７）その他 

 ・次回の日程確認（平成２８年５月２７日（金）１６：２０～を予定） 

８）卒業式のご案内について（副校長 木幡） 

以上 

（記録：若生） 


